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2-1 名称及び代表者名

セントラル自動車工業株式会社

代表取締役　古野　章

2-2 法人設立年月日

昭和４３年１１月

2-3 事業年度

４月～３月

2-4 所在地

本社・工場：福岡県北九州市若松区南二島１丁目１１番８号

苅田事業所：福岡県京都郡苅田町新浜町８番３号（日産工場構内）

本城店：福岡県北九州市八幡西区本城２丁目５番１２号

2-5 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 部　長　　吉原　裕二

担当者 課　長　　脇園　祐次

ＴＥＬ : ０９３－７０１－２３３１

ＦＡＸ : ０９３－７０１－１９５３

E-mail : wakizono@central-co.jp

 

2-6 事業内容

自動車の整備、販売、自動車保険代行及び環境関連商品の販売

2-7 事業の規模

資本金 １，０００　万円

従業員 ２６　名

床面積 ２，５９５　㎡

2-8 登録・認証の対象範囲

本社・工場：福岡県北九州市若松区南二島１丁目１１番８号

本城店：福岡県北九州市八幡西区本城２丁目４番２３号

事業活動：自動車整備・販売、自動車保険代行及び環境関連商品の販売

2.　組織の概要
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6.　環境活動の取組結果

基準年度 目標 実績

H29年度 Ｒ4年度 Ｒ4年度

92313 91851 67698

-0.5% -26.2%

239.2 238.0
売上高

318
百万円

212.9

-0.5% -10.5%

34400 34228 10933.5

-0.5% -67.7%

767 763 884

-0.5% 15.8%

適正な管理

SDSに対す
る適切な取
扱いを行っ

た

***

エコ整備・車検の
お勧め

件数 ***
その都度
勧める

説明し勧め
た結果10件
の契約が出

来た

***

環境関連製品の
販売推進

件数 ***
その都度
勧める

説明し勧め
た結果2件
の契約が出

来た

***

自動車部品のリユース品
使用のお勧め

件数 ***
その都度
勧める

その都度勧
めた

***

教育実施
件数

1回／月 1回／月 1回／月 1

111.8%

313.1%

86.3%

廃棄物排出量の削減 ㎏

水使用量の削減 ㎥

目標達成率単　位

二酸化炭素総排出量 ㎏-CO2 135.7%

二酸化炭素排出量の削減
㎏-CO2
/百万円

業
に
於
け
る
環
境

へ
の
有
益
な
活
動

環境に意識を持った
従業員の育成

化学物資の適正管理

 ６
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7-1 二酸化炭素排出量の削減

評価

二酸化炭素排出量削減は達成された。電気使用料も達成された。

これは、社員の節電意識の向上、休み時間の節電実施等の要因もあるが

受注量の減少（１５％減）によるエネルギー使用量の減少の影響が大きい。

今後の計画

社員の環境活動及び業務の効率化をさらに向上させていく

7-2 廃棄物排出量の削減

評価

廃棄物の量の低下を図るため、購入検討時に「必要性とその量」を考慮した。

今期から金属屑を有価物として処理しており、また受注量の減少（１５％減）の

影響もあり、廃棄物の排出量が大幅に削減されている。工場内の５S活動の促進

も着実に効果を上げてきている。

今後の計画

更に分別の順守と再利用を検討していく。

7-3 水使用量の削減

評価

大型車両の洗車台数増加により、未達成。

今後の計画

節水意識づけを徹底して水使用量の削減に全社員あげて

取り組む。

7-4 化学物質の適正管理

評価

使用する化学物質（塗料・溶剤のシンナー）の取扱いに於いて、

その成分、健康被害、処分方法などについて、教育ＯＪＴを

継続し知識の向上を図った。

今後の計画

化学物質の適正管理を継続し、また作業環境の測定を実施し、環境悪化を防止する。

7.　環境活動の取組結果の評価及び今後の計画

 ８
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当社で環境関連法規の遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありません.

尚、関係当局寄りの違反等の指摘は、過去３年間ありません.

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

消防法

騒音・振動規制法

フロン排出抑制法

1）評価

①全社員一丸となってエコ活動に継続的に取り組んだ結果、

　工場の稼働率の若干の減少もあり、特に二酸化炭素排出量の削減の目標達成

　に至った。

②従業員の安全に対する意識の向上により整備工場では、

　事故が無く、かつ、苦情が無かった。

③５Ｓ運動の成果は、着実に身についてきた。

2）見直し・指示

①継続して全社員一丸となって、エコ活動を推進する。

②継続して安全意識の高揚を図り、事故及び苦情を絶対に起こさないように

　社員全員が、職場全体の動きを見る＜気づき＞の視点を持つ。

③継続して５Ｓ運動を推進する。

④実施体制については変更なし。

8.　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

9.　代表者による全体評価と見直し・指示

 １０




